
(8)横浜国立大学安心・安全の科学研究教育センター公開セミナーに参加

久保隆

平成22年 11月26日(金)に開催された公開セミナー「安全文化構築と安心の課題」

安心の心理と課題へのアプローチ に参加した。本セミナーは，横浜国立大学安心・安全

の科学研究教育センターと大学等環境安全協議会が主催したものである。大学等環境安全

協議会は，環境安全管理に係わる教職員等を会員とし，相互の情報交換や資質の向上を目

的とする組織である。前日の 25日(木)より「第28回大学等環境安全協議会総会・研修

会」を行っており，本セミナーは最終日のイベントのーっとして位置づけられていた。そ

のため，本セミナーの参加者には環境安全管理に関する研究者や実務者も多かった。

横浜国立大学安心・安全の科学研究教育センターは，本学工学部との聞で教育研究に関

する交流協定を締結している。本学工学部の高橋和雄教授が本セミナーで講演されている

のも交流活動の一環と捉えることができる。

午後 1時30分から始まった本セミナーでは，横浜国立大学安心・安全の科学研究教育セ

ンターの関根和喜特任教授による趣旨説明に続いて， 3名の演者による講演があった。本

学の高橋和雄教授からは， I防災における安全・安心j と題し，自然災害における安全安心

の概念および長崎豪雨災害等の具体事例とそこから得られる教訓等についての講演があっ

た。三菱総合研究所の柴田高広氏からは， I安全文化構築における大学の役割」と題し，安

全文化が求められる社会的背景や安全文化醸成の難題，大学に期待する役割等についての

講演があった。安全文化の醸成に関して柴田氏が期待する大学の役割は，①危険感受性豊

かな人材の育成，②社会・組織への実効的な実装方法の研究開発，③あるべき未来の社会

像の提案の 3点であるとのことで、あった。奈良大学の村上史朗准教授からは， I規範やマナ

ーを逸脱する心理j と題し，身近な例を交えながら，規範を逸脱する心理的要因や守られ

る規範を作るためのポイント等についての講演があった。守られる規範のポイントとして

は，小さな違反を許容しないこと，規範へのコミットメントを高めること等が挙げられ，

また，組織のトップが本気で、コミットすることや結果ではなく取り組みを評価することの

重要性等が述べられた。

本セミナー終了後には，演者の方々および横浜国立大学安心・安全の科学研究教育セン

ターの関根特任教授，笠井准教授，鈴木技術専門職員らと意見交換をする機会に恵まれた。

今後も安全・安心に関する情報の収集を継続するとともに，専門家との交流を深化・拡大

させて行きたい。
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横浜国立大学安山・安全の科学研究教育センター 公開セミナー

j 

近年、市民生活や産業での事故、自然災害、都市環境や地球環境の変化などにより、人々が安I~\ して暮らせ

る安全な社会の重要性が認識されています。その土台となる安全文化の構築のために、文理融合の研究や人材

育成はどのように行われるべきか、大学の工学系および人文社会系の研究者に加えて、民間シンクタンクの研

究者にも加わっていただき、それぞれのお立場から安全文化構築に白け疋取組みゃ考え方などをご紹介してい

ただきます。

本公開セミナーは、本学における大学院教育の一環である副専攻プログラム「安I~\安全マネジメン卜j を拡大

し、社会人教育として実施するものです。本学の学生以外にも、一般社会の皆様の啓蒙を図るだめに広く門戸

を開放しています。ご関山のある皆様の積極的なご参加をお願いします。

主催;

協賛;

-横浜国立大学安I~\ ・安全の科学研究教育センター
.大学等環境安全協議会

高圧ガス保安協会(横浜国立大学包括連携機関〉

神奈川県産業技術センター

特定非営利活動法人安全工学会

TOBAC (東京湾岸地域大学問コンソーシアムによる社会人キャリアアップ運営協議会〉
横浜国立大学リフレッシュ教育コース

日時

揚所

参加費;

平成22年11月26日(金) 13:30"-'16:40 
横浜国立大学教育文化ホール大集会室

無料

プログラム 司会 横浜国立大学安山・安全の科学研究教育センター 准教授

(1)開催挨臨，本セミナーの意義(リスクマネジメントと安全文化〉

横浜国立大学安I~\ • 安全の科学研究教育センター 特任教慢

(2) r自黙災害における安全・安I~\J

長崎大学工学部安全工学教育センター畏 教授

(3)}安全文化醸成における太学の役割J
株式会社三菱総合研究所先進ビジネス推進本部

戦略・マネジメヌトグルーヲ主任研究員

(4~ιモ子ゾr規範や:ママ1北示から逸脱雪す!るi他6也~]理里Jヲ:二川ω%イぷλη〆メぺぷ
…1 伊 奈民大学学三:可社会警き部部』記;誰住鰐事教史到;受受;ε横i浜長菌立太学害員;注堂教授
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11-
「防災における安全・安心」

。

平成22年11月26日

高橋和雄

長崎大学工学部

国民の安心・安全を脅かす要因
国土交通白書

テ口事件

CJ 

以前と比べた安全度の変化

35.6 51.0 

20 40 60 

仁二コ以前と比べ、 安全になった
仁二コ変わらない

80 

じ二コ以前と比べ、安全でなくなった
E二コわからない

100(%，) 

資料)国土交通省

|専

自然災害における安全安心の概念
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今の日本における自然災害、事故及び

O 

テ口に対する安全性
n冨 1，314

42.1 26.5 B 
20 40 60 日0

E二コ安全だと思う
cコ どちらかといえば安全だと思う
E二コどちらかといえば危険だと思う
Eごコ危険だと思う
仁二コ わからない

100(%，) 

資料)国土交通省

なぜ気遣いしなくていいのか?

.心配、気遣いがない状態=一見、心理的な
定義
.しかし、重要なことは、「なぜ気遣いしなくてい
いのか」
.自分の代わりに、心配の種(各種のhazard)
について気遣ってくれる存在があるから
.近代化以降の社会:その役割は、それぞれの
心配の種に関する専門家や行政官が担って
いる
・多くの現代社会は、一般の人びとが気遣いを
「外化」する(専門家や行政官に気遣いを委
ねる)ことを通じて安心」を確保する、という
〈関係性のスタイル〉をとっている。



-安心は、単!こ『心理」的な問題ではなく、人と人との
関係性、あるいは、社会構造にかかわる問題

・客観的な『安全」の確保を専門家や行政宮に委ね、
一般の人びとはそれをベースに主観的・心理的な
「安心Jを獲得する(あるいは、前者の確保が不十分
であるために後者が保証されない)という〈関係性の
スタイル)(=(近代的なスタイル))

.この〈近代的なスタイル〉の上に立って、日本をはじ
めとする先進諸国は、「安全・安心」について考えて
いる

(京都大学矢守教授 2009.9提案)
この関係性は、現在では破綻。公助から自助・共助へ

災害の定義

災害対策基本法第2条

暴風、豪雨、豪雪、洪水、高潮、地震、津波、噴火

その他の異常な自然現象または大規模な火事もしく

は爆発その他その及ぼす被害の程度においてこれ

らに類する政令で定める原因により生じる被害をい

つ。
熱射病も災害

災害対策の対象規模
最大規模既往最大の災害規模をとるもの
災害復旧の考え方，二度と繰り返さない

②確率論的規模過去の実績からある確率年に対する災害規模を
とるもの

土木構造物の設計外力(地震、風等)

③経済論的規模投資に対する経済的効率の高い規模をとるもの
費用(C05T)対効果(BENEFIT)

防災施設には安全確保には限界がある。

-施設によるハード対策に加えて

-警戒避難による三三上蓋筆が必要。

l-l 
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自然災害とは

災害の構造

災害対策の役割分担

①公助.行政による施設整備

及

鎖

気象警報・ハザードマップの作成等の情報提供

大災害時には対応に限界がある

②共助:近隣の協力、自主防災、ボランティア等

③自助個人による備え(家具の固定、消火器の用意等)

・自助を支える工学技術の活用(災害の再現、防災

マップの作成等のWS)
-率先避難者

・災害時要援護者の避難(個人情報保護法によって

行政は対応できない
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塩議 11 <工二=主>
東海地震 抽抽品副E副 関東地震

(100-150年周期約70年周期)

1498年明応地震 1633年寛永小田原地震

即年 (M8.2-M8.4) 70年 (M7.0)

1605年慶長地震 1703年元禄地震

山年 (M7.9) 79年1(M7川 8.2)
1707年宝永地震 1782年天明小田原地震

同年↓ (M8.4) 71~ 1 (M7.0) 
1854年安政東海地震 1853年 嘉永小田原地震

約四年 (M8.4) 70年 | 附 7)

現在 『東海地震 1923年関東大震災

東南海地震・南海地震の活動期約87年 (M7.9)

21世紀前半3個の地震が発生 ' 
現在

早いものでも
800-1000年周期

1995年兵庫県南部地震
1000年前後の間隔で

発生しているものと考え
られている

中央防災会議で

被害想定

減災プログラム策定
(被害を半分にする計画)

地震予知から

リアルヲイム地震防災へ

緊急地震速報

震度情報
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昭和の3大台風と平成の3大台風に
よる被害の比較ー減災効果が大一

規模・進路がほぼ同程度 体験の風化が心配

F戸~ でてー?司一一一ーーで ..  一¥一円?一.竺11斗!f!j堂守H温且iiIi三Y五司Lζ主耳"1 
. ー -ーー，--，

1934年 9月21日 室戸台風 912 3，036 401，157 

1945年 9月17日 枕崎台風 916 3，756 273，888 

1959年 9月26日 伊傍湾台風 930 5，098 お3，611

1鈎u芋9月27日 .1911 "。 62 忽.割弱

1銅3年 9月3日 .134 930 48 10.447 

2004年 9月7日 .18号 945 45 8.1笛

台風ので亨頭要請の進歩と防波堤の整備 rrrrolfZ5 

地下洪水 2003年7月博多駅筑紫口

|専
~ I 一ー

1982長崎豪雨災害と教訓
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I 1時間降水量50mm.l00mm以
て互 の暑牛回数の推移

，，'崎臨池SOM.tlニ咽相駐車

岨姐府河辺曲1'>>:1昨柑る l噌臥.'-'睡宅担柑
淘別UfflfU.~M

~. 1国割引∞明~c1"!l・:~l

2.2倍
全国で発生

短時間強雨の増加と水災害

通称
神戸市の都賀川の急激な増水(5人死亡)

(2008年7月28日14時14分同14時58分)
干甲戸市監視カメラ

2009年那覇市ガーブ川 (4人死亡)
2008年豊島区下水道管内(1人死亡)

鹿沼市東北道のアンダーパス(1人死亡)
密に配置できる水位計の開発(技術提案の公募)

サイレンの設置

昭和57年7月23日の最大1時間降水量

最大1鱒間降水量{.:1l日!Itから1!8I時)



l-i都市防災上の新しい課題

- 多量の車流出被害

-ライフラインの被害

-近代ビルの地下動力施設の被害

-文化財の保存と河川防災の融合

道路が川になった中央橋バス停

長崎市浜町の中央橘バス停附近

水位による車の状態

区 分 内 同廿『

(1 )タイヤ半分(10cm)ブレーキが利きにくくなる

マフラーからの水の逆流によ
(2)ドアステップ るエンジン内への水の浸入が

始まる

(3)ドア上10-20cm 車が浮く

(4)ドア半分 ドアが聞けにくくなる
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半壊した国の重要文化財眼鏡橋

出水による犠牲者の被災場所

自宅、自宅付近 1 2人

帰宅中、外出中

自動車 1 2人

見回り中

t水害(豪雨)時の車の取り扱い
1.タイヤ半分(10cm)の水深

-早めに高台の安全な場所へ車を移すこと

2 ドアステップ(30cm)の水深

-車を歩道側に寄せて避難すること

.キーは付けたままにすること

3.洪水時の避難には車を使用しないこと

4.夜間の走行は避けること



(っくほ土木研究所で実路)

2008年冠水鼠隙
.ジキJIr&ハイド
-目覚ましテレピ

・ご近所の底力

土砂災害対策の経過(1)

1長崎豪雨災害(問和57年7月)後

(1 )総合土石流対策の推進

・ソフト対策の導入

.土砂災害危険地の公表

.警戒避難体制

・土石流予警報装置

.防災マップの作成

(2)土砂災害防止月間

ソフト対策の始まり

既成市街地対策

家屋の移転困難

土砂災害防止法ー保全対象に着目したソフト対策(1)

土砂災害警戒区域と土砂災害特別警戒区域の指定イメージ

警戒避難対策と住宅立地規制
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土砂災害危険箇所

① 土石流危険渓流:79，318渓流
(平成5年度公表)

② 地すベり危険箇所 11，288箇所
(平成10年度公表)

③ 急傾斜地崩壊危険箇所・86，651箇所
(平成9年度公表)

低い整備率 20%程度
今後も整備は進まない見込み

土砂災害対策の経過(2)

2.広島災害(平成11年6月)後

-土砂災害防止法の制定

土砂災害警戒区域の指定

情報伝達・警戒区域体制の整備

(土砂災害警戒情報の新設)

土砂災害特別警戒区域の指定

特定の開発行為に対する許可制

建築物の規制

建築物に対する移転等に関する勧告

t 土砂災害の主な前兆現象ο
.土石流

-山鳴りがする

・急lこ111の流れが濁り，流木が混ざっている

.雨が降り続いているのに川の水位が下がる

.腐った土の匂いがする

.がけ崩れ

・がけに割れ目が見える

-がけから水が湧き出ている

-がけから小石がぱらぱらと落ちてくる

-がけから木の根が切れるなどの音がする



it 
土砂災害の主な前兆現象(2)

長崎市北陽町のがけ崩れ時の前兆現象

(1997.7.19) 

1.壁面の亀裂を発見05日)
2.斜面からの落石が始まる(18日19時)
3.土の新鮮なにおいがした(18日)

崖崩れ発生(3・06)

自主避難

人的被害 0 

t最近の災害による犠牲者のうち高齢者の
占める割合

c.r:軍司h・近@災害による種種書のうち高齢曹の占める割合

亮膏・行方不明膏ω うち高働者(6) B/A 
平成16年軒溜・福島奮商 16 13 81.3% 

平成16年福井牽爾 5 4 即日%

平感1~手 桁渇県中盤地震 88 45 88.2弘

平成17'芋台風14.号 29 初 88.0% 

平成18年事雷 1泣 鈎 65.1% 

平成1!1年新潟県中盤沖婚鍵 14 11 78.6% 

習を糾 各災害に係る内同府作愈の畿各線よ句作成

地方都市では、高齢化・過疎化が進行、孤立集落のおそれ

災害時要援護者の避難対策が課題

自然災害による要援護者の被災減少が課題 II聖
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.2004年渇・福島の豪雨災害

.2005年豪雪

死傷者の白から80%が高齢者の被災 膚怠 シス ll'"システz..

土砂災害の主な前兆現象(3)

水俣市の土石流災害時の前兆現象
(2003.7.20) 

1.ガードレールに当たって上がる水しぶき
が赤く濁った泡であったこと

2.水の流れる音がいつもと違っていたこと
(石のぶつかる音がしなし、)

3.大雨の最中に水位が急激に低下したこと
自主避難土石流に対してなし

前兆現象の看板作成、ホームページ

への掲載、 NHKによる音の再現

高齢化の推移と将来推計

《手人〉
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犠牲者ゼ口を目指す取組み

自然災害の「犠牲者ゼ、ロ」を目指す

ために早急に取り組むべき施策

平成19年12月

内閣府特命担当大臣(防災)
泉信也
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過去10年の犠牲者とその要因

災害の橿頬 過去10'撃の織牲者政 9・後妻闘の分頬と退去10年の繊維宥敷 司匹例

地賃による建働側蟻火災 初人 由

地震 朗人(7.6鴨] 置箆後の遭寵隔での園連寛 崎人 @ 

の値(蜜労・過労ー主砂刷れ帯}ー不明 30人

火山
0人(0.伊~)

院山噴火による火砕琉や噴石の直筆 。人 ③ 岡にS階山、て益M的人::~~叫

aや文帽による土砂貴書 2国人 @ 

風水害 65<人(54.9判)
aや夫嗣の樽の再出崎町事. 1n人 ⑧ 

の憶(1町本‘罰死‘置恒からの藩τ寄) ，.，人

田平明ー不畢肘 1個人

陣雷同における闘中の軸 "，人 ⑥ 

雪害 .""人(36.4%) 同 値cJla.聞の闘は る生曹埋め寄) 柑人

匝因不明白碍併 2別人

その他 ，.人(1.2'弛〕 同E開祖制等 ，.人

合計 1192人(100%)

4……『町一一……・......-.0;...一一一………一一時咽…一一…一

事例②:震災後の避難所での関連死

I・個由イメージ 11<喰心心Z通銀生活者遺ft事占号にl
a宅の..る・・から・れたa・・110選鶴所得 =おする健康対婦の実鑑

畦ヘ
際で...周に』民ぷ温皇室llE. l l ~エコノミークラス.."ゃam.・R・-の11催予防、 食事
いられた・...ストレ弓えにより'*11 .・・蛤盆錫直防ι 人ヱ車S荷車者‘《のE・の磁毎
回を欄し.心不全.でJEe 11 こつも て 通知・情報虚偽
ー一一ーー ーー一一回一一 寸 10防災滞ラ恒子ィア還'肱の環泊隆盛.
【過去10制犠牲者 11→平成""'.1'1!こ髄 ・検討を行L¥醐ミスマッ樽

柑人 11 のポリトル4ドッタを鋼刻
『平成時時潟県崎地量)1こ 1-----ー
おいては、繊役者団人のうち13， 
人(19.1%)がヨ陸'量生議でのスト i
レス等が原因で死亡し‘広<Je 1 
.によるショッタやストレス奪で E 

死亡した人を含めれば、36).

(盟 時}による.

..・‘・・"・.・・・・--岬伺nu.aa.'JU・T・・‘・鯛鷹...厳粛前

:ID09年山口豪雨災害
ではほぼ十分な対応

一~ ~O~~年山口豪雨災害で被災した防府市
弓イフケア高勧 7人披15

圃胆・.
|聖
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新たな視点による
今回の取りまとめのポイント

!今回取りまとめた政府の取組はもとより、自分の身lま i 
i自分で守る『自助』や地繊で助け合う『共助Jも大切 ! 

事~J⑧ .台風や大雨による土砂災害
掬酬のイメージ I(tJI付が磁机静品暗号に)
台風の障に.山が.れて-1< 10高防省・陣容省入居織I!!‘防災処a護費所への.j量的な
金民生き溜めJE 1 :titl定書錦鍍

喝事戚掴..までに盟国飽四時について対鎌を実箪

{高司ゆむ併有企9・えが官軍事占与に}
。土砂災事に対するハザードマ-，プめ作成・11鎌使途
→平成... 度までに土砂災....僚が存在する企市町村

においてハザーザマップを作成し.これに釜づき防後m・を
..  圏在帽制

~*方公尖団体が事事易に作成できる支11ツールの.・・

0台風・.爾‘に慣する.a鍋織のlUI
喝事威21 '"度までに!5 a~.で@合.".fJb‘
→平_1院でに市町材a・・to・・・_.
{避即時繊鴫・e帯情遥附柿占号に}
01良書鴫要慢贋者の逮霞支慢鈴簸の健獲
4 聞による市町村モデル鈴鹿の指定や会111キャラバンの屡聞
".通じ、.厳罰写鹿までを鴎途に‘市町村において事揖

目障害情・の啄a.終有司'を同期こ途めるための遷民支橿プ

2009年山口豪雨災害
どれも間に合わなかった

災害時の行動心理と電話



緊急事態における人間行動に影響する要因

(1 )直面している事態の異常さ・重大さを認める
かどうか

(2)自体に適切な対応方法を知っているかどうか

(3)切迫感を感じるかどうか

怖い「正常化の偏見j

危険でも大丈夫だと思い込むこと(九~II~ に多い
大雨に対して多い、気象警報発表の細分化)

電話の不通を補う携帯主-ル等而有効荘
2005年3月20日福岡県西方沖地震の例)

1.災害時に携帯電話のイン9ーネットとメールはスムーズに使用
・情報の把握や家族の安否確認 (2009年7月山口豪雨時には遅れ)
./ ~ニックの防止に寄与

例地下鉄七隈線トンネル肉

2.GPS機能付きの燐帯電話で居場所の確認

伊l地下鉄七隈線トンネル内
3.災害伝言板の活用

.NTTの災害伝言ダイヤルr171J8万4000件
・燐帯電話(ドコモとau) 4万4216件
4.携帯メールの活用(登録制)若い世代向き
-大雨洪水警報、避難勧告等の市役所防災からの一斉通報

.最寄の避難所の検索

5.ケーブルテレビ、コミュニティFMの活用

揺れによる被害

.耐震基準

1950年 建築基準法 一 建築物の耐震基準
の設定

D 1968年十勝沖地震 T 
T 1981年以前に造られた建物

1宅1年 改正一建物の柱を強くする | ー「既存不適格」

H1978年宮城県沖地震 | 合
1981年 改正一壁の増量、土台の強化| 日本の建物の約60%

|…に…ー「新耐震基準」

122 

一日 話は災害時にかかりにくい

1)電話のふくそう

・皆が一斉に使うので、かかりにくくなる(N1T
等が通話規制)

-防災機関や放送局などの重要加入電話は確
保される

・公衆電話は規制されない 近年利用が減り，減少

2)停電時に使用できない機能がある

|尊

-多機能電話、 FAX、テレフォンカードは使用で
きない

-10円玉、 100円玉は使用できる
コインが一杯になり、入らない

地震と被害

孟
阪神・淡路大震災における

蟻姓主i視戸市内)の死因

帥 酬嗣u・.の
匂幅高'1.:.1・ .. ， 
。宅情

iISA:r・・..肉ロ""“.健HII瓜'・a虜室 崎~1Il '.1



広域火災の発生

同時多発火災 兵庫県南部地震時
真冬E 令暖房の使用=ゴ〉地震発生司同時多発火災

-倒れた家が道路を塞ぎ、 消防車不通
坦堕孟劃 ・貯水槽の水を使い切り、水がなくなる

-水利用の地下パイプが地震動により折損
通電火災(盲点) 日本で始めて顕在化

一企

|哩

-地震の数時間後-4日後の火災
-地震で一旦停電し、再び電気が復旧したとき
に、地震時に使用していたストーブなど電熱
器具に通電し出火するケース
避難時にブレー力ーを落とすこと

地表における推計震度分布
L議忍J.i止Ii崎北縁断庖帯)

多様な主体の参加に期待する
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被害想定の元となった想定活断層

耐震化による人的被害(死者数)の軽減効果

.肉のa人口 '.斜地銀13人
亮ー仏}

帽.陶. -虫毘 酷

..1.，. 国置醐
書他地溝草緑厨圃帯 m 178 137 初71悦蝿

割削踊輔
'.臼抱 312 149 234 止150軍部・~.替と西軍厳圃帯e港島

島廠沖断層構 筏 3 8 1 15 36 

揖膏酋揖厨圃帯 141 110 31 42 127 

大村一様早北西付近Ii層帯 Z謁 153 33 52 424 

住宅の耐震化が被害軽減に効果大
耐震診断、耐震補強への支援

-化

-ーー
"混'"Eよt制畠官世間

筏沼 飴

7o/ 55 

2 鐙

1 93 

7百 鴎

明↓r地域コミュニティ防災への多様な主体の
参加，レ運樺

・・・』



地域コミュニティでの耐震化促進の取組事例

(愛知)

霊知では大学'"研究グループ'"地紘め行政や各種団体 NPQ，戸スコミ i さらには住民との協備
のネ 7 トワークを広げ。喪濃の)Jづ〈り 啓肴被告の註文金通己で!耐震化の理温もこ取り偲んでいる.
こ う した情動が全回で11防~れること治'Il tllる.

資料名古阜大学福利i・去数波書僕

I~曹 最後に
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-防災には若い世代参画が必要

多様な世代、職域の参画と連携
災害時要援護者の避難対策

-必要な工学技術の活用
工学技術を社会技術に(災害の再現、動くハザード
マップ、避難支援機器等)

・防災士の資格取得
(他大学で実施中、防災関連科目の取得で受験資格付与)
災害時のリーダー

ボランティアに大学から被災地に派遣
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